
交通新聞社が⼦育てサポート企業として「プラチナくるみん」交通新聞社が⼦育てサポート企業として「プラチナくるみん」
認定を取得しました認定を取得しました

〜出版業としてはきわめて先進的な事例となります〜〜出版業としてはきわめて先進的な事例となります〜

『JR時刻表』『旅の⼿帖』『交通新聞』などを発⾏する株式会社交通新聞社（本社：東京都千代⽥区／『JR時刻表』『旅の⼿帖』『交通新聞』などを発⾏する株式会社交通新聞社（本社：東京都千代⽥区／

代表取締役社⻑：伊藤嘉道）は、⾼い⽔準で⼦育て⽀援に取り組む企業として、このたび厚⽣労働⼤⾂代表取締役社⻑：伊藤嘉道）は、⾼い⽔準で⼦育て⽀援に取り組む企業として、このたび厚⽣労働⼤⾂

より「プラチナくるみん」※の認定を受けました。より「プラチナくるみん」※の認定を受けました。

当社は、2018年度に「くるみん」認定を受け、その後も引き続き仕事と育児の両⽴やワーク・ライフ・当社は、2018年度に「くるみん」認定を受け、その後も引き続き仕事と育児の両⽴やワーク・ライフ・

バランスの向上を⽬的とした働き⽅改⾰を推進してまいりました。今回の「プラチナくるみん」認定バランスの向上を⽬的とした働き⽅改⾰を推進してまいりました。今回の「プラチナくるみん」認定

は、男性育児休業の⾼い取得率をはじめ、これまでのさまざまな取り組みが評価されたものです。は、男性育児休業の⾼い取得率をはじめ、これまでのさまざまな取り組みが評価されたものです。

当社では、中期経営計画「CHANGE & CHALLENGE」において「常に新しい発想を取り⼊れ、“お客さ当社では、中期経営計画「CHANGE & CHALLENGE」において「常に新しい発想を取り⼊れ、“お客さ

ま起点の価値創造”を旗印に、お客さま・社会・株主・社員、全てのステークホルダーに貢献する」こま起点の価値創造”を旗印に、お客さま・社会・株主・社員、全てのステークホルダーに貢献する」こ

とを掲げています。これからも、ライフスタイルの多様化に対応した働きがいのある職場環境を整備すとを掲げています。これからも、ライフスタイルの多様化に対応した働きがいのある職場環境を整備す

ることで、社員・スタッフ⼀⼈ひとりが能⼒を最⼤限発揮できるよう努めるとともに、持続的で豊かなることで、社員・スタッフ⼀⼈ひとりが能⼒を最⼤限発揮できるよう努めるとともに、持続的で豊かな

社会づくりの実現に貢献してまいります。社会づくりの実現に貢献してまいります。

【主な取り組み】

〇育児休業の取得促進〇育児休業の取得促進

男性が育児休業を取得しやすい環境づくりには、本⼈だけでなく周囲の上司やチームメンバーの理解こ

そが重要と考え、全社を巻き込んだ⾵⼟醸成に取り組んでいます。とくに、配偶者・パートナーが妊娠

した際に社員・スタッフ⾃らが主体的に情報を⼿に⼊れられるよう、社内制度の概要や⼿続き、各種⼀
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時⾦・給付・社会保険制度等についてまとめたガイドを作成し、上司や⼈事担当との⾯談などに活⽤す

ることで、制度利⽤を促進しています。

このような取り組みの結果、2021〜2022年度における男性の育児休業取得率は66.7％、計6名が取得し

ました。なお、⼥性の育児休業取得率および復職率は2001年*以来100％を維持しています。

*当社は2001年12⽉に株式会社交通新聞社と株式会社弘済出版社が合併し、現在の株式会社交通新聞社

となりました。

〇育児休業からの復職サポート〇育児休業からの復職サポート

⻑期の育児休業中の社員・スタッフが復職する前に、上司や⼈事担当との⾯談および職場訪問を実施す

るなど、本⼈の不安解消とスムーズな職場復帰をサポートしています。

また、復職時の⼈事異動を原則実施しないことで、社員・スタッフがより安⼼して育児休業を取得でき

、かつ復職後もすぐに能⼒を発揮できるよう⽀援しています。

〇柔軟な働き⽅を⽀える勤務制度〇柔軟な働き⽅を⽀える勤務制度

業務効率・⽣産性およびワーク・ライフ・バランスの向上を⽬的として、コアタイムのないフレックス

制度やテレワーク制度を導⼊しています。

さらに、育児のための短時間勤務制度は、⼦どもの⼩学校卒業時まで延⻑利⽤が可能です。

〇ダイバーシティプロジェクトによる理解促進と⾵⼟醸成〇ダイバーシティプロジェクトによる理解促進と⾵⼟醸成

本社各部⾨と⽀社から選抜されたメンバーで「ダイバーシティプロジェクト」を結成し、育児・介護・L

GBT・⼥性活躍・障がい者や外国籍従業員の雇⽤など、さまざまな多様性について議論しています。

経営層への提⾔により会社施策に反映するほか、各メンバー⾃らが「ダイバーシティ通信」を作成して

情報発信を⾏うことで、会社全体の理解促進や⾵⼟醸成を進めています。

〇多様な⼈材の活躍を⽀える教育研修〇多様な⼈材の活躍を⽀える教育研修

育児・介護に関する諸制度の運⽤や⼥性のキャリア形成等に関する正しい知識・理解を定着させるため

、全ての管理職社員を対象に研修を実施しています。

〇年次有給休暇の取得促進〇年次有給休暇の取得促進

年５⽇の計画年休制度、年休推奨⽇の周知などにより、年次有給休暇の取得促進に努めています。

※（ご参考）「プラチナくるみん」認定制度とは

2015年4⽉に施⾏された改正次世代育成⽀援対策推進法によって創設され、「⼦育てサポート企業」と



して「くるみん」認定を受けた企業のうち、より⾼い⽔準の取り組みを⾏った企業に与えられる制度で

す。

※（ご参考）「くるみん」「プラチナくるみん」認定企業数

厚⽣労働省のホームページで公表されている2023年7⽉末⽇時点における認定企業数は、以下の通りで

す。

 

「くるみん」認定 4237

「プラチナくるみん」認定 570

今回の当社「プラチナくるみん」認定は、出版業を主として営む企業*として、わが国ではきわめて先進

的な事例となります。

*厚⽣労働省が公表する企業のうち、⽇本標準産業分類（総務省）において⼤分類「情報通信業」、中分

類「映像・⾳声・⽂字情報制作業」、⼩分類「出版業」に該当するとみられる企業。当社調べ。

当プレスリリースURL

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000050139.html

株式会社 交通新聞社のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/50139

【当プレスリリースに関するお問い合わせ先】

総務部⼈事課

春近・⽥畑・五⼗嵐

03-6831-6700

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000050139.html
https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/50139

	交通新聞社が子育てサポート企業として「プラチナくるみん」認定を取得しました
	～出版業としてはきわめて先進的な事例となります～


